
年〕 ッ
ト
リ
ヒ
が
我
々
に
は
あ
ま
り
厳
格
過
ぎ
る
と
い
ふ
の
が
原
因
の
主
な
こ
と

で
、
明
日
行
は
れ
る
演
奏
會
を
流
會
に

し
て
や
ら
う
と
前
日
申
合
せ
た
。
と
こ

ろ
が
下
級
生
の
一
人
、
今
は
故
人
と
な
っ
た
田
村
虎
蔵
が
學
校
へ
注
進
に
及
ん

だ
た
め
遂
に
事
が
ば
れ
て
、
元
橋
義
敦
他
三
名
の
男
生
徒
が
十
五
週
間
の
停
學

(
1
)
 

慮
分
を
う
け
た
。
し
か
し
間
も
な
く
赦
さ
れ
た
と
聞
く
。
こ
れ
は
故
島
崎
赤
太

郎
教
授
が
故
岡
野
貞
一

教
授
に
語
ら
れ
た
の
を
、

更
に
ま
た
私
が
密
か
に
聞
き

出
し
た
話
で
あ
る
。
元
橋
義
敦
は
翌
二
十
六
年
本
科
専
修
部
を
穂
代
で
卒
業
し

た
秀
オ
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
五
月
一
日
、
疎
開
先
秋
田
縣
下
で
七
十
七
才

で
世
を
去
っ
た
。
今
は
皆
故
人
と
な
っ
た
の
で
、

藝
術
家
ら
し
い
無
邪
氣
な
ス

〔
昭
和
十
七

(

1

)

こ
の
件
に
関
す
る
詳
細
な
事
情
は
北
村
季
睛
（
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
弟
子
の

一
人
）
の
「
洋

楽
回
顧
録
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
『
月
刊
楽
譜
』
第
九
巻
第
十一

号
、
大
正
九
年
十
一
月
）
。

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
帰
国
以
後
、
東
京
音
楽
学
校
は
高
等
師
範
学
校
附
属
か
ら
再
び

独
立
し
、
日
本
の
新
し
い
音
楽
文
化
を
背
負
っ

て
い

っ
そ
う
の
内
容
充
実
を
は
か
っ

た
。
教
師
陣
は
、
そ
れ
ま
で
の
初
歩
的
な
教
師
像
を
脱
し
て
世
間
の
評
価
を
も

つ
演

奏
家
と
い
う
人
材
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
三
十
年
代
以
降
の
校
長
は
渡
邊

龍
聖
、
大
島
義
修
、
高
嶺
秀
夫
、
湯
原
元
一
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変

っ
た
。
だ
が
行
政

手
腕
の
あ
る
彼
ら
の
指
尊
に
よ
り
小
山
作
之
助
を
は
じ
め
、
海
外
留
学
で
研
鑽
を
積

ん
だ
幸
田
延
（
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ヘ
留
学）
、
島
崎
赤
太
郎

（
ド
イ

あ
や

ツ
留
学
）
、
安
藤
幸
子
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア

ヘ
留
学
）
、
紳
戸
絢
（
フ
ラ
ン
ス
留
学
）
ら

が
、
す
ぐ
れ
た
技
術
を
も
つ
外
国
人
教
師
た
ち
と
と
も
に
、
ま
さ
に
躍
進
の
時
代
と

い
え
る
活
発
な
音
楽
学
校
を
築
い
た
。
瀧
廉
太
郎
、
山
田
耕
搾
、
信
時
潔
、
柳
か
ね

ら
が
こ
の
時
代
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
。
次
に
紹
介
す
る
外
国
人
教
師
は
、
こ

の
輝
か

(
l
)
 

し
い
時
代
を
端
き
担
っ

た
人
々
で
あ
る
。

(

1

)

今
回
（『東
京
芸
術
大
学
百
年
史
東
京
音
楽
学
校
篇
』
第
一
巻
）
は
明
治
時
代
に
任
期

ト
ラ
イ
キ
の
慎
相
を
明
に
し
て
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
思
ひ
出
を
終
る
。

満
了
と
な

っ
た
外
国
人
教
師
に
限
っ
た
。
し
た
が

って
明
治
時
代
に
雇
い
入
れ
た
教
師
で
も

大
正
時
代
に
わ
た
っ
て
活
躍
す
る
教
師
は
次
の
第
二
巻
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
二
）
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル

R
a
p
h
a
e
l
v
o
n
 K
o
e
b
e
l
 

（
一
八
四
八
ー
＿
九
二
三
）

明
治
三
十
一
年

l
四
十
二
年

(
-
八
九
八

l
一
九

0
九）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
ピ
ア
ノ

明
治
三
十
一
年
五
月
ケ
ー
ベ
ル
博
士
が
東
京
音
楽
学
校
へ
出
向
し
は
じ
め
た
頃
は

ま
だ
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
で
あ
っ
た
が
、

翌
三
十
二
年
に
は
再
独
立
し

た
。
彼
は
左
記
の
履
歴
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
哲
学
博
士
の
学
位
を

も
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
六
年
六
月
に
、

東
京
帝
国
大
学
か
ら
の
招
聘
に
応
じ
て
傭

外
国
人
教
師
と
い
う
身
分
で
来
日
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
主
な
講
義
は、

哲
学
概
論
、
西
洋
哲
学
史
お
よ
び
カ
ン
ト
、
ヘ

ー
ゲ
ル
な
ど
で
、
ほ
か
に
ゲ
ー
テ
の

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
、
詩
学
な
ど
の
特
殊
講
義
受
け
持

っ
た
。
だ
が
特
に
熱

を
入
れ
た

の
は
契
約
外
の
ギ
リ
シ

ャ
語
の
文
法
や
初
歩
を
教
え
る
時
間
で
あ
っ

た
。
こ
の
授
業

で
彼
は
。フ
ラ
ト
ン
、

ホ
メ

ロ
ス
、
ア
イ
ス
キ

ュ
ロ
ス
、

オ
ヴ
ィ
デ

ィ
ウ
ス
、
ホ
ラ
テ

ィ
ウ
ス
、
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
な
ど
の
講
読
を
行

っ
た
。
東
京
音
楽
学
校

へ
は
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
出
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
手
続
上
の
書
類
と
い
う
も
の
が
一
切

見
当
ら
な
い
の
で
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
東
京
音
楽
学
校
側
か
ら
の
要
請

で
東
京
大
学
と
の
兼
務
を
文
部
省
が
許
可
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

ケ
ー
ベ
ル
博
士

は
、
東
京
帝
国
大
学
で
哲
学
の
講
義
を
す
る
か
た
わ
ら
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
を
は
じ
め

音
楽
関
係
者
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
交
流
が
深
く
、
彼
の
音
楽
的
芸
術
性
は
高
い

評
価
を
得
て
い
た
。
履
歴
に
よ
る
と
彼
は
幼
い
頃
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
志
し
て
い
た
。

ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
履
歴
（
来
日
ま
で
）

東
京
音
楽
学
校
に
は
履
歴
書
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
久
保
勉
訳
編
『
ケ
ー

ベ
ル
博
士
随
筆
集
』
（
岩
波
文
庫
33
|
641ー

I
)
か
ら
紹
介
す
る
。
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ケーベル博士

一
八
四
八
年
一
月
十
五
日
ヴ
ォ
ル
ガ
河
畔
、
ニ
シ
ュ
ニ
ィ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ッ
ト
に
生
れ

る
。
父
は
枢
密
顧
問
官
、
ド
イ
ツ
系
ロ
シ
ア
人
。
す
ぐ
に
母
を
亡
く
し
、
母
方
の
祖

母
の
家
に
引
き
取
ら
れ
た
。
祖
母
の
慈
愛
深
く
、
高
雅
で
自
由
な
精
神
、
稀
に
み
る

豊
か
な
教
養
は
彼
の
人
間
形
成
に
大
き
な
影
孵
を
与
え
た
。
ピ
ア
ノ
の
手
解
き
も
堪

能
で
あ
っ

た
祖
母
か
ら
受
け
る
。

一
八
六
七
年
、
十
九
歳
、
モ
ス

ク
ワ
音
楽
院
に
入
学
、
ビ

ア
ノ
を
専
修
す
る
。
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン、

ク
リ
ン
ド
ウ
ォ
ル
ト
に
師
事。

一
八
七
二
年
、
音
楽
院
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
。

内
気
な
性
格
は
音
楽
家
の
道
を
歩
ま
ず
、
生
涯
の
方
針
を
学
問
研
究
に
向
け
た
。

一
八
七
三
年
、
ド
イ
ツ
ヘ
赴
き
、
イ
エ
ー
ナ
大
学
で
自
然
科
学
者
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ッ

ケ
ル
の
講
義
を
受
け
る
。

一
八
七
六
年
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
入
り
、
哲
学
史
家
ク
ー
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
に
師
事。

一
八
八
二
年
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
人
間
自
由
に
関
す
る
論
文
で
学
位
を
取
得
。

一
八
八
三
年
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
音
楽
学
校
の
教
師
と
な
り
、
ピ
ア
ノ
、
和
声
学
、
音

楽
史
、
お
よ
び
音
楽
美
学
の
講
義
を
担
当
。
だ
が
校
長
と
意
見
が
合
わ
ず
一
年
間
で

辞
職
。

一
八
八
四
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
移
り
、
約
十
年
間
こ
の
地
に
留
ま
っ

て
哲
学
書
を
著
述

す
る
。

一
八
九
三
年
四
月
三
十
日
、
身
の
廻
り
の
世
話
を
さ
せ
る
た
め
の
一
人
の
少
年
ス
ト
ラ

ッ
サ
ー
を
伴
い
日
本
に
向
け
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
離
れ
る
。
六
月
十

一
日
神
戸
に

到

着。
爾
来
、
東
京
大
学
と
七
度
契
約
を
更
新
し
、
二
十
一

年
間
一
度
の
休
暇
を
と
る
こ

と
も
な
く
教
痘
に
立
ち
続
け
た
。
こ
の
間
の
十一

年
間
が
東
京
音
楽
学
校
と
の
兼
務

で
あ
っ
た
。
ま
た
ケ
ー
ベ
ル
博
士
は
ピ
ア
ノ
教
授
の
ほ
か
哲
学
的
音
楽
論
に
基
づ
く

音
楽
史
の
講
義
も
行
っ
た
。
東
京
芸
術
大
学
付
属
図
書
館
に
は
そ
の
講
義
録
訳
稿

（
訳
者
不
明
）
「
西
洋
音
楽
史
稿
其

一
古
代
及
布
服
音
楽
史
完
」
が
残
っ

て
い
る
。
非

常
に
含
蓄
の
あ
る
講
義
の
序
に
当
る
箇
所
か
ら
一
部
分
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
の
中
で

博
士
は
ど
ん
な
に
よ
く
機
械
的
に
指
が
動
い
て
も
「
音
楽
二
於
ケ
ル
論
理
上
ノ
思
想

ニ
シ
テ
発
達
ス
ル
ナ
ク
ン
バ
諸
君
ハ
決
シ
テ
音
楽
家
二
非
ス
否
音
楽
家
卜
云
フ
能
ハ

サ
ル
ナ
リ
」
と
警
告
し
て
い

る。

吾
ガ
是
ヨ
リ
述
ベ
ン
ト
ス
ル
講
義
ノ
主
題
ハ
音
楽
J
歴
史
ニ
シ
テ
諸
君
ハ
宜

シ
ク
音
楽
ノ
理
論
卜
混
同
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
音
楽
ノ
理
論
ハ
言
語

一
＿
於
ケ
ル
文
典

修
辞
学
等
ノ
諸
学
二
比
ス
ベ
キ
モ
ノ
ー
ー
シ
テ
要
ス
ル
ニ
音
楽
ノ
理
論
ハ
音
楽
テ

フ
普
通
語
二
於
ケ
ル
吾
人
ノ
観
念
ヲ
一
定
不
変
ノ
規
則
二
従
テ
正
シ
ク
且
ツ
美

シ
ク
叙
述
ス
ル
ノ
術
ヲ
云
フ
ナ
リ
、

蓋

シ
音
楽
ハ
一
ノ
言
語
二
外
ナ
ラ
ズ
所
謂

音
語

(
T
o
n
s
p
r
a
c
h
)

ニ
シ
テ
其
規
則
ヤ
亦
文
典
ノ
規
則
ノ
如
ク
極
メ
テ
精
厳

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

シ

ン

タ

ッ

ク

ス

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

ロ
ジ
ク

ナ
ル
モ
ノ
ー
ー
属
ス
此
故
二
或
ハ
音
楽
的
文
章
論
卜
云
ヒ
或
ハ
音
楽
論
理
学
卜
云

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
レ
ト
リ
ッ
ク

ヒ
若
シ
ク
ハ
音
楽
的
修
辞
学
卜
云
フ
ガ
如
キ
表
言
法
ヲ
用
ュ
ル

モ
敢
テ
不
営
卜

云
フ
ベ
カ
ラ
ス
否
吾
人
ハ
此
ノ
如
ク
云
ヒ
テ
決
シ
テ
是
等
ノ
語
意

二
戻
ル
事
ナ

キ
ヲ
得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
又
実
が
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
諸
君
願
ク
ハ
是
ヲ
忘

ル
勿
レ
殊
二
其
音
楽
的
論
理
学
及
修
辞
学
ナ
ル

モ
ノ
A
存
ス
ル
ハ
疑
フ
ベ

カ
ラ

ズ
シ
テ
以
テ
音
楽
上
ノ
作
曲
及
演
奏

二
於
テ
応
用
遵
守
ス
ベ
キ
之
、
好
シ
諸
君

指
頭
ノ
運
用
如
何
二
速
カ
ニ
シ
テ
器
械
的
熟
練
ノ
如
何
二
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
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ス
ル
モ
諸
君
ノ
音
楽
二
於
ケ
ル
論
理
上
ノ
思
想
ニ
シ
テ
発
達
ス
ル
ナ
ク
ン
バ
諸

君
ハ
決
シ
テ
音
楽
家
二
非
ス
否
音
楽
家
卜
云
フ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
、
吾
人
ハ
此
講

義
中
二
於
テ
屡
理
論
上
ノ
事
柄
二
就
テ
述
ル
事
ア
ル
ベ
シ
ト
雖
ト
モ
コ
ハ
音
楽

論
二
於
テ
叙
ス
ル
ノ
法
ト
ハ
自
ラ
異
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
知
ラ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
音

楽
論
ハ
音
楽
ノ
法
則
ヲ
既
定
ノ
モ
ノ
ト
シ
テ
考
察
ス
即
歴
史
ノ
或
一
時
代
二
於

テ
一
度
確
立
セ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
考
察
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
過
去
二
於
テ
如
何
様

二
形
成
発
達
セ
ル
カ
ハ
全
ク
措
テ
問
ハ
サ
ル
ナ
リ
然
ル
ニ
音
楽
史
ハ
常
々
恰
モ

其
発
達
ヲ
吟
味
セ
ン
ト
ス
、
音
楽
論
ノ
生
命
ハ
文
典
ノ
如
ク
単
二
現
在
二
住
ス

音
楽
ノ
歴
史
ハ
多
ク
過
去
二
住
シ
過
去
―
ー
ヨ
リ
テ
現
在
ヲ
説
明
セ
ン
ト
ス
、
此

故
二
音
楽
論
ハ
音
楽
史
ノ
極
メ
テ
僅
少
ナ
ル
章
ヲ
充
ス
モ
ノ
一
例
ヲ
挙
テ
是
ヲ

イ
ン
タ
ー
ヴ
ル

説
明
セ
ン
カ
吾
見
在
ノ
音
楽
ハ
諸
君
モ
知
ル
ガ
如
ク
第
一
二
音
卜
称
ス
ル
音
程

ヲ
諧
音
（
協
音
）
ト
シ
テ
考
察
ス
ル
ナ
リ
、
吾
音
楽
ノ
完
成
ス
ル
ヲ
得
タ
ル

ハ
ー
モ
ニ

ー

n
ン
ト
ラ
プ
ン
ク
ト

ハ
全
ク
此
故
ニ
シ
テ
所
謂
和
声
及
対
位
テ
フ
複
雑
ナ
ル
学
ノ
確
立
亦
是

ニ
因
ル
、
而
レ
ト
モ
音
楽
史
ニ
ョ
レ
バ
現
在
ノ
音
楽
ヨ
リ
以
前
二
在
テ
ハ
此
音

程
ハ
諧
音
ノ
意
義
ヲ
有
セ
サ
リ
キ
否
十
六
世
紀
ノ
頃
。ハ

レ
ス
ト
リ
ナ
ノ
時
代
二

n
,
•

ド

於
テ
モ
音
楽
ノ
一
曲
ヲ
終
ル
ニ
十
分
ナ
ル
和
絃
（
第
三
音
）
ヲ
以
テ
ス
ル
ハ
未

夕
普
通
―
ー
用
ヰ
ラ
レ
サ
リ
シ
ナ
リ
姦
二
知
ル
第
三
音
ヲ
以
テ
諧
音
ト
シ
テ
取
扱

フ
ハ
即
チ
是
音
楽
論
上
ノ
事
ニ
シ
テ
彼
第
三
音
ヲ
以
テ
不
協
音
ト
ス
ル
ノ
謬
見

ヲ
永
ク
維
持
シ
テ
ヨ
リ
遂
二
今
日
ノ
見
解
二
達
セ
ル
マ
デ
其
如
何

ニ
シ
テ
又
何

時
ヨ
リ
此
ク
変
遷
シ
来
リ
タ
ル
カ
ヲ
問
フ
ハ
即
是
音
楽
家
ノ
研
究
事
項
二
属

ス
、
従
テ
此
講
義

二
於
ケ
ル
吾
人
ノ
問
題
ヤ
亦
最
古
ノ
時
代
ョ
リ
現
代

二
至
ル

音
楽
ノ
発
達
テ
フ
事
ナ
ラ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
吾
人
ハ
則
チ
其
凡
テ
ノ
方
面
ョ
リ
音

楽
ヲ
吟
味
セ
ン
ト
ス
ル
ナ
リ
今
便
宜
ノ
為
メ
吾
ガ
述
ベ
ン
ト
ス
ル
事
柄
ノ
順
序

ヲ
少
シ
ク
変
更
セ
ン
ト
ス

東
洋
ノ
音
楽
二
就
テ
ハ
云
フ
所
極
メ
テ
少
シ
是
レ
吾
ガ
能
ハ
サ
ル
所
ニ
シ
テ

好
シ
又
能
フ
ベ
シ
ト
ス
ル
モ
其
吟
味
二
対
シ
テ
多
ク
ノ
時
間
ヲ
費
ス
ヲ
好
マ
ズ

蓋
シ
東
洋
ノ
音
楽
ハ
僅
少
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
西
洋
ノ
音
楽
二
何
等
ノ
関
係
ヲ
有
ス

ル
事
ナ
ク
又
何
等
ノ
影
響
ヲ
及
ホ
サ

ヽ
レ
バ
ナ
リ
而
モ
時
二
尚
云
フ
所
ナ
キ
ニ

非
ル
ベ
シ
、
古
代
希
服
ノ
音
楽
二
在
テ
ハ
全
ク
是
卜
異
リ
其
音
楽
論
上
ノ
方
面

ハ
殆
ン
ト
云
フ
ニ
足
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
吾
人
ハ
全
ク
是
ヲ
看
過
ス

ル
能
ハ

サ
ル
ナ
リ
否
音
楽
ト
ハ
密
接
ノ
関
係
ア
リ
ト
称
セ
ラ
ル
ヽ

吾
近
世
劇
ノ
発
達

ハ

実
二
希
朧
劇
ノ
知
識
ナ
ク
シ
テ
ハ
殆
ン
ト
理
解
シ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
思
フ
ニ
希
服

及
羅
馬
ノ
教
育
歴
史
藝
術
及
宗
教
神
話
ノ
知
識
ハ
諸
君
音
楽
家
二

必
要
ト
ス
ル

所
ニ
シ
テ
又
実
二
学
ヒ
難
キ
事
二
非
ス
、
元
来
近
代
J
音
楽
家
タ
ル
モ
ノ
ハ
十

分
ノ
素
養
ヲ
要
ス
而
シ
テ
実
二
諸
君
ハ
其
文
学
歴
史
美
学
等
ノ
素
養
ヲ
積
ム
ニ

従
ヒ
諸
君
ノ
技
術
（
音
楽
）
ノ
進
歩
二
貢
献
ス
ル
必
ス
ヤ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ベ
キ

ナ
リ
、
彼
十
八
世
紀
ノ
独
逸
ノ
学
者
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ヒ
ガ
神
学

二
関
シ
テ
云
ヘ

ル
ノ
言
ハ
又
移
シ
テ
藝
術
及
音
楽
二
云
フ
ヲ
得
ベ
キ
ナ
リ
彼
日
ヘ
ラ
ク
唯
化
学

ノ
ミ
ヲ
知
レ
ル
人
ハ
末
夕
化
学
ヲ
知
ル

モ
ノ
ト
云
フ
可
ラ
ス
ト
吾
ハ
将
二
云
ハ

ン
ト
ス
輩
二
音
楽
家
タ

ル
ノ
人
ハ
末
夕
音
楽
家
テ
フ
名
称
ノ
値
セ
ズ
ト
是
決
シ

テ
誇
大
ノ
言

二
非
ス
思
フ
ニ

美
学
的
教
育
即
チ
美
学
及
藝
術
史
ノ
知
識
ノ
音
楽

家
二
必
要
ナ
ル
ハ
明
々
白
々
ニ
シ
テ
習
二
音
楽
ガ
一
ノ
藝
術
タ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ

然
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
習
ニ
―
般
藝
術
ノ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
ヲ
知
ラ
ズ
ン
バ

音
楽
テ
フ
藝
術
ヲ
理
解
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
実
ニ
ア
ラ
ュ
ル
藝
術
ハ
最

モ
密
接
ナ
ル
関
係
ヲ
有
シ
其
或
者
二
至
テ
ハ
殆
ン
ト
互
二
離
ス
可
ラ
サ
ル
連
絡

ヲ
有
ス
ル
ガ
故
ナ
リ
是
ヲ
例
ヘ
バ
楽
戯
二
於
ケ
ル
音
楽
卜
詩
ト
ノ
如
シ
楽
劇

ニ

撰

譜

於
テ
ハ
其
「
オ
ペ
ラ
」
ナ
ル
ト
「
オ
ラ
ト
リ
オ
」
ナ
ル
ト
ヲ
論
セ
ス
常
二
歴
史

若
ク
ハ
神
話
若
ク
ハ
文
学
卜
交
渉
ス
ル
ナ
キ
ヲ
得
ズ
諸
君
ニ
シ
テ
オ
ル
フ
ォ
イ
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然
レ
ド
モ
吾
人
ハ
音
楽
史
ヲ
始
ム
ル
ニ
営
リ
先
ツ
要
用
ナ
ル
先
決
問
題
ヲ
決

セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
即
チ
吾
人
ハ

是
ヨ
リ
研
究
セ
ン
ト
ス
ル
音
楽
史
ノ
対
象
タ

ル

モ
ノ
ヽ
性
質
及
其
特
象
ヲ
理
解
セ
ズ

シ
テ
是
ガ
歴
史
ヲ
云
フ
モ
何
等
ノ
興
味
ナ

カ
ル
ベ
ケ
レ
バ
ナ
リ
吾
人
ハ
先
其
対
象
ハ
如
何
ナ
ル
種
類
ノ
モ
ノ
カ
ヲ
知
ラ
サ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
換
言
ス

レ
バ
吾
人
ノ
先
決
問
題
ハ
音
楽
ト
ハ
何
ソ
ヤ
是
ナ
リ
、
音

リ
ト
ス

対
、
ア
ル
ミ
ダ
、
ア
ル
セ
ス
ト
、
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
、
等
ノ
何
者
ナ
ル
カ
ヲ
知
ル

』
L
阿

事
ナ
ク
ン
バ
如
何
ニ
シ
テ
能
ク
グ
ル
ッ
ク
ノ
「
オ
ヘ
ラ
」
ヲ
理
解
シ
得
ベ
キ
ャ

是
等
ハ
皆
希
服
神
話
若
ク
ハ
中
世
ノ
博
説
二
属
ス

ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
ナ
リ
刃
叫
[
7

列
ノ
名
ヲ
云
ヘ
バ
諸
君
ハ
必
ズ
ヤ
伊
太
利
ノ
詩
人
タ
ッ
ソ
ー
及
其
詩
エ
ル
サ
レ

叫
回
釦
ヲ
想
起
セ

ン
已
ニ
タ
ッ
ソ
ー
ヲ
知
ル
、

彼
ノ
生
活
セ
ル
時
代
所
謂
文
学

復
興
期
及
彼
ガ
文
学
上
二
於
ケ
ル
位
置
影
響
亦
諸
君
ノ
知
ル
ベ

キ
所
、
否
諸
君

撰

陪

．

ソ

ン

フ

ォ

ニ
シ
テ
現
世
紀
ノ
音
楽
例
ヘ
バ
ワ
グ
ネ
ル
ノ
「
オ
ペ
ラ
」
或
ハ
リ
ス
ト
ノ
合

ニ
カ
ル
ポ
エ
ム

奏
曲
或
ハ
シ
ュ

ー
マ
ン
ノ
音
楽
ヲ
味
フ
ア
ラ
バ
諸
君
ノ
文
学
的
素
養
二
資
ス

ル
大
ナ
ル
モ
ノ

ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
現
世
紀
二
於
ケ
ル
大
ナ
ル
菰
術
家

ハ
概
ネ
高
等

ナ
ル
教
育
ア
ル
人
ニ
シ
テ
其
或
モ
ノ
ワ
グ
ネ
ル
、
ブ
ロ
ウ
ノ
如
キ
ニ
至
テ
ハ

学

者
ト
シ
テ
亦
優

二
地
歩
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
吾
人
ハ
同
シ
ク
此
ノ
如
キ
藝
術
家

二
私

淑
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
吾
人
ハ
呉
ミ
モ
諸
君
ニ
一
般
ノ
修
蓑
ヲ
怠
ル
ナ
キ
ハ
勿

論
又
語
学
殊
二
独
逸
語
ヲ
修
ム
ベ
キ
ヲ
忠
告
セ

ン
ト
ス
此
ク
如
シ
テ
始
メ
テ
音

楽
及
音
楽
家
二
関
ス
ル
独
逸
書
ヲ
原
文
ノ
儘
読
破
ス
ル
ヲ
得
ベ
ケ
レ
バ
ナ
リ

古
代
希
服
ノ
音
楽
ノ
大
罷
ヲ
考
察
セ
ル
後
吾
人
ハ
直
二
基
教
時
代
ノ
音
楽
ニ

入
ル
ベ
シ
而
シ
テ
姦
二
彼
音
楽
ノ
三
種
即
声
楽
器
楽
及
複
合
楽
二
就
テ
述
ル
ア

ラ
ン
ト
ス
余
ハ
又
大
作
曲
家
ノ
簡
箪
ナ
ル
博
記
ヲ
附
加
シ
諸
君
ノ
参
考
ト
シ
テ

資
ス
ル

ニ
足
ル
ベ
キ
音
楽
ノ
書
名
ヲ
挙
グ
ベ
キ
ナ
リ
之
レ
吾
人
講
義
ノ
大
綱
ナ

楽
ハ

一
ノ
臨
術
ナ
リ
ト
云
フ
亦
一
ノ
答
案
タ
ル
ベ
シ
而
モ
此
ハ

「
ピ
ヤ
ノ
」
ト

ハ
何
ゾ
ヤ
ノ
問
二
答
フ
ル
ニ
ピ
ア
ノ
ハ
一
ノ
楽
器
ナ
リ
ト
云
フ
カ
如
キ
モ
ノ
ニ

シ
テ
未
夕
充
分
ノ
答
案
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
、
音
楽
ノ
特
性
ヲ
説
明
セ

ン
ガ
為
メ

ニ
ハ
音
楽
ガ
凡
テ
ノ
藝
術
中
二
於
テ
如
何
ナ
ル
位
置
ヲ
占
ム
ベ
キ
カ
又
如
何
ナ

ル
点
二
於
テ
他
ノ
藝
術
ョ
リ
異
ル
カ
ヲ
理
解
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
而
ル
ニ
此
問
二

答
ン
ト
セ
バ
吾
人
ハ
先
ツ
一

般
二
藝
術
ト
ハ
如
何
ナ
ル
モ
ノ

ナ
ル
カ

ヲ
知
了
ス

ル
ヲ
要
ス
而
シ
テ
此
藝
術

一
般
ノ
性
質
及
各
藝
術
ノ
性
質
ヲ
説
明
ス
ル
ハ
恰
モ

是
美
学
テ
フ
科
学
ノ
重
ナ
ル
事
業
二
属
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
、

吾
人
ハ
今
永
タ
ラ
シ

キ
難
問
二
入
ル
ヲ
止
メ
暫
ク
所
謂
藝
術
ノ
如
何
ナ
ル

モ
ノ
ナ
ル
カ
ヲ
次
ノ
如
ク

説
明
セ

ン
ト
ス
、
外
界
ノ
自
然
並

二
人
間
内
部
ノ
情
緒
生
活
ヲ
支
配

ス
ル
隠
微

不
可
見
ノ
勢
力
及
法
則
ヲ
可
感
的
形
式

二
表
象

ス
ル
モ
ノ
是
ヲ
臨
術
卜
云
フ
、

即
チ
臨
術

ハ
各
科
学
卜
同
シ
ク
宇
宙
卜
普
偏
的
及
個
人
的
生
活
ヲ
以
テ
其
対
象

ト
ナ
ス
ナ
リ
、
而
レ
ト
モ
藝
術
ノ
与
フ
ル
所
ハ
賠
二
事
物
ノ
奴
隷
的
模
倣
二
非

ス
シ
テ
事
物
ノ
理
想
二
在
リ
即
チ
凡
テ
ノ
偶
有
性
ヲ
離
レ
タ
ル
自
然
人
類
、
個

人
ノ
常
住
不
変
的
員
髄
二
在
ル
ナ
リ

蓋
シ
最
高
等
ナ
ル
生
活
ノ
形
式
ハ
吾
人
内
界
ノ
精
神
的
生
活
二
在
リ
感
情
思

想
之
全
範
囲
二
在
リ

ニ
―-I
以
テ
是
ヲ
云
ヘ
バ
人
間
ガ
動
物
卜
異
ル
所
ノ
人
生
独

得
ノ
境
界

二
在
ル
ナ
リ
故
二
藝
術

ニ
シ
テ
此
境
界
ヲ
表
象

ス
ル
事
多
ケ
レ
バ
多

キ
程
益
高
等
ナ
ル
藝
術
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
彼
世
二
造
形
藝
術
卜
称
ス
ル
建
築

彫
刻
綸
画
ノ
如
キ
盆
早
二
人
生
ヲ
標
示
ス
ル
ニ
過
キ
ス
シ
テ
未
ダ
是
ヲ
実
現
ス

ル
ニ
足
ラ
ズ
何
ト
ナ
レ
バ

是
等
ノ
蘇
術

ハ
員
ノ
運
動
ヲ
表
象

ス
ル
能
ハ
サ
レ
バ

ナ
リ
従
テ
情
緒
ノ
如
キ
動
的
現
象

二
至
テ
ハ
元
ョ
リ
是
ヲ
表
象
ス

ル
ニ
由
ナ
キ

ナ
リ
人
生
卜
其
運
動
ヲ
表

ハ
ス
ニ

是
ヲ
寓
象
的
ニ
セ
ズ
シ
テ
能
ク
現
実
的
ナ
ル

ヲ
得
ル
ハ
音
楽
二
至
テ
始
メ
テ
是
ア
ル
モ
ノ
―
ー
シ
テ
是
レ
音
楽
ノ
材
料
及
対
象
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ガ
音
楽
及
情
緒
的
生
活
テ
フ
動
的
現
象
ナ
ル
ガ
故
ナ
リ

詩
二
至
テ
ハ
人
生
ヲ
表
ハ
ス
ノ
尚
豊
富
ナ
ル
事
音
楽
二
勝
ル
事
一
層
ナ
ル
ハ

言
ヲ
侯
タ
ズ
、
ア
ラ
ュ
ル
方
面
ョ
リ
自
然
卜
人
生
ト
ヲ
表
象
ス
ル
ヲ
得
ベ

ク、

何
等
ノ
制
限
ヲ
有
セ
ズ
シ
テ
ア
ラ
ュ
ル
事
物
ヲ
云
ヒ
表
ハ
ス
ヲ
得
ベ
ク
、
又
凡

テ
他
ノ
藝
術
ノ
ナ
ス
所
ヲ
模
倣
ス
ル
ヲ
得
ベ
ケ
レ
バ
ナ
リ
詩
ガ
果
シ
テ
此
ノ
如

ク
他
ノ
藝
術
卜
対
峙
シ
テ
模
倣
ヲ
以
テ
事
ト
ナ
ス
ベ
キ
カ
否
ハ
全
ク
別
ノ
問
題

ニ
属
ス
ル
モ
而
モ
詩
ノ
此
ノ
如
キ
記
述
ノ
能
カ
ア
ル
ハ
事
実
ナ
リ
ト
ス
、
音
楽

ニ
至
テ
ハ
然
ラ
ズ
音
楽
ハ
制
限
ヲ
有
ス
唯
吾
人
ノ
情
緒
二
就
テ
語
ル
ヲ
得
ベ
キ

ノ
ミ
而
モ
此
点
二
於
テ
ハ
詩
卜
雖
ト
モ
決
シ
テ
是
卜
比
肩
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ナ
リ

何
ト
ナ
レ
バ
詩
ノ
材
ハ
語
ナ
リ
而
シ
テ
語
ヤ
其
性
質
上
常
二
自
ラ
明
晰
ナ
ル
ヲ

以
テ
感
覚
若
ク
ハ
情
緒
ノ
如
キ
明
晰
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ヲ
云
ヒ
表
ハ
ス
ニ
於
テ
適

切
ナ
ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ア
レ
バ
ナ
リ
、
又
詩
ハ
単
一
ノ
事
項
卜
普
偏
ノ
事
項
卜

ヲ
共
二
云
ヒ
表
ハ
ス
ヲ
得
ル
モ
音
楽
ノ
表
ハ
ス
所
ハ
徹
頭
徹
尾
普
偏
的
ニ
シ

テ

所
謂
抽
象
的
ナ
ル
ヲ
免
レ
ズ
即
音
楽
ハ
実
二
歓
喜
幽
欝
春
怠
等
ノ
如
キ
ア
ラ
ユ

ル
感
情
ヲ
充
分
二
表
ハ
ス
ヲ
得
ル
モ
唯
是
最
モ
一
般
ノ
抽
象
的
状
態
ヲ
表

ハ
ス

二
過
ギ
ス
シ
テ
情
緒
ー
特
殊
ノ
場
合

ハ
是
ヲ
表
ハ
ス
能
ハ
ズ
彼
恋
愛
ノ
如
キ
ハ

音
楽
二
於
テ
屡
々
好
ク
表

ハ
サ
レ
タ
ル
感
情
ナ
レ
ト
モ
其
特
殊
ノ
場
合
例
ヘ
バ

ロ
メ
オ
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
ノ
恋
愛
ヲ
表
ハ
サ
ン
ト
ス
ル
ガ
如
キ
ニ
至
テ
ハ
徒
労
ノ

ミ
、
勿
論
吾
人
ガ
姦
二
述
ル
所
専
ラ
無
言
ノ
器
楽
二
関
ス
ト
雖
ト
モ
是
ヲ
声
楽

テ
キ
ス
ト

二
見
ン
カ
声
楽
ハ
元
来
本
文
ヲ
加
ヘ
テ
凡
テ
云
ヒ
表
ハ
ス
ヲ
得
ル
モ
ノ
、
而
レ

ド
モ
亦
雖
特
ノ
場
合
ヲ
表

ハ
ス
所
ノ
楽
二
非
ズ
、

是
ヲ
表

ハ
ス
ハ
唯
夫
レ
詩
ア

ル
ノ
ミ
、

器
楽
ノ
曲
屡
フ
ァ
ウ
ス
ト
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
ハ
ム
レ
ッ
ト
川
礼
T
バ等
ノ

曲
名
ヲ
附
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
而
シ
テ
聴
者
亦
恰
モ
是
等
詩
中
ノ
人
物
ノ
精
神
界
二

同
情
ヲ
表
シ
曲
中
二
表
ハ
レ
タ
ル
如
キ
幻
像
ヲ
換
起
ス
ベ
シ
ト
雖
ト
モ
コ
ハ
是

レ
明
カ
ニ
―

J
幻
像
二
過
キ
ズ
若
シ
初
メ
ヨ
リ
其
曲
名
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
其
曲
ヲ

聞
カ
バ
直
チ
ニ
其
然
ル
ヲ
知
ラ
ン
唯
吾
人
／
確
カ
ニ
知
リ
得
ル
所
ハ
幽
欝
憂
愁

熱
情
諾
ク
ハ
歓
喜
談
諧
清
新
等
ノ
音
楽
ノ
特
色
二
在
リ
其
感
情
ガ
果
シ
テ
其
曲

名
ノ
人
物
ノ
感
情
ナ

ル
カ
否
ヵ
ハ
聴
者
元
ョ
リ
認
ム
ル
ニ
由
ナ
キ
ナ
リ
故
二
純

粋
ナ
ル
音
楽
ハ
唯
其
言
ノ
楽
ノ
ミ
何
ト
ナ
レ
バ
語
ヤ
将
夕
詩
ヤ
是
ヲ
楽
二
附
加

シ
テ
如
何
二
好
ク
音
楽
二
統
合
ス
ル
ト
モ
畢
覚
ス
ル
ニ
印
象
ノ
統
一
ヲ
乱
ス
所

ノ
外
的
元
素
二
過
キ
サ
レ
バ
ナ
リ

関
声
ハ
亦
一
ノ
楽
器
ト
シ
テ
考
フ
ル
ヲ
得
ベ
シ
乃
チ
楽
器

ハ
姦

二
天
然
ノ
楽

器
（
人
声
）
及
人
為
ノ
楽
器
ノ
ニ
大
種
卜
両
者
ヲ
統
合
セ
ル
者
ト
ヲ
併
セ
テ
三

大
種
類
二
区
別
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
声
楽
器
楽
及
混
合
楽
是
ナ
リ

現
今
二
於
ケ
ル
音
楽
ノ
三
要
素
ハ
節
奏
、
旋
律
、
和
声
、
是

ニ
シ
テ
各
者
序

ヲ
追
フ
テ
歴
史
的
二
発
達
シ
来
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス

な
お
、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
に
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
音
楽
に
関
し
て
「
希
服
古
代
の
詩

歌
及
音
楽
」
（
『
帝
國
文
學
』
第

一
巻
十
号
お
よ
び
第
二
巻
二
号
、
明
治
二
十
八
ー
九
年
）
と

い
う
論
文
が
あ
る
。

博
士
は
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
を
卒
業
し
た
の
ち
「
公
衆
の
前
で
の
演
奏
に
対
し
て
、

私
は
昔
か
ら
押
え
き
れ
ぬ
嫌
悪
を
感
ず
る
の

で
あ
っ
た
し
、

多
人
数
の
聴
衆
は
私
を

し
て
全
く
度
を
失
わ
し
め
る
の
で
あ
っ
た
」
（
『
ケ
ー
ベ
ル
博
士
随
筆
集
』
二

0
四
頁
）
と

語
っ
て
演
奏
家
の
道
を
避
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
東
京
音
楽
学
校
の
演
奏
会
や
慈

善
演
奏
会
に
は
快
く
出
演
し
た
（
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

の
項
参
照
）
。

当
時
の
わ
が
国
で
は
博
士
以
上
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ

た
。
演
奏
会
評
を
み
る
と
い
ず
れ
も
彼
の
崇
高
な
演
奏
に
最
大
の
賛
辞
を
送

っ
て
い

る
。
社
交
ぎ
ら
い
で
控
え
目
な
博
士
は
、
日
本
の
聴
衆
の
前
に
は
輝
か
し
い
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

次
の
記
事
は
博
士
が
明
治
二
十
八
年
の
春
に
出
演
し
た
二
度
の
音
楽
会
に
対
す
る
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批
評
で
あ
る
。

今
春
演
奏
會
の
先
謳
と
な
り
し
も
の
は
去
三
月
下
旬
本
郷
中
央
會
堂
に
於
け

る
慈
善
音
榮
會
に

し
て
、
久
し
く
露
國
宮
廷
附
屡
―
音
榮
學
校
に
遊
び
て
、
去
秋

、
、
、
、
、
ヽ

パ
ウ

蹄
朝
せ

し
金
須
嘉
之
進
氏
が
『
ヴ
ィ
オ
リ
ン
』
猫
奏
を
聴
き
、
其
弓
を
使
用
す

る
事
自
在
に

し
て
雄
健
な
る
に
敬
服
し
、
ド
ク
ト
ル
、
ケ
エ
ベ
ル
氏
が
故
人
叫

ウ
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
の
情
熱
燃
ゆ
る
が
如
き
妙
曲
を
弾
し
、
又
リ
ス
ト
が
作
曲
に

係
る
魯
國
民
謡
鶯
の
歌
の
『
‘
ワ

リ
ア
シ
オ
ン
』
を
奏
せ
し
を
耳
に
し
て
、
特
に

後
者
に
弱
昔
の
弾
奏
極
め
て
妙
な
り
し
を
感
じ
ぬ
。
其
後
幾
く
も
な
く
し
て
昔

榮
學
校
學
友
會
の
演
奏
あ
る
可
し
と
の
噂
し
き
り
に
あ
り
し
が
、

終
に
其
事
な

く
し
て
巳
み
し
は
遺
憾
な
り
き
。
月
を
鍮
へ
て
敷
日
同
校
榮
堂
に
「
ト
ニ
ッ
ク
、

ソ
ル
フ
ァ
」

の
一
音
榮
會
あ
り
し
も
、
別
に
評
す
る
程
の
演
奏
あ
り

し
に

あ
ら

ず
、
在
濱
西
人
の
兒
童
等
が
温
習
會
の
み
、
又
美
土
代
町
青
年
會
館
に
二
三
の

昔
榮
會
あ
り
し
と
雖
も
、
こ
れ
亦
西
榮
界
を
動
す
程
の
勢
力
な
か
り
き
。

然
る
に
先
月
十
八
日
〔
明
治
二
十
八
年
五
月
十
八
日
〕
の
夜
該
館
に
催
さ
れ
た
る
演

奏
會
は
臨
時
大
昔
榮
會
と
い
ふ
名
を
以
て
、
近
時
榮
界
知
名
の
士
に
依
頼
し、

従
来
の
規
模
を
摘
げ
て
好
榮
の
士
女
が
来
聴
を
招
ぎ
ぬ
。
横
濱
市
中
昔
榮
脈
の

ウウヴェ
ルチウ
ル

序
歌
榮
を
以
て
始
ま
り
、
逐
次
曲
目
を
逐
て
演
奏
あ
り
し
内
、
榮
嫁
は
案
外
巧

な
り
し
が
、
榮
場
の
構
造
此
種
の
榮
に
適
せ
ず
、
四
壁
に
反
害
し
て
耳
を
聾
す

る
許
り
、
荻
岡
社
中
の
三
曲
『
小
督
』

と
は
簡
易
な
る
も
の
を
選
ば
れ
し
が
、

松
祠
氏
が
美
昔
妙
手
流
石
等
曲
祉
會
の
流
行
兒
た
り
。
カ
ア
ヂ
ナ
ア
嬢
の
シ
ョ

(
l
)
 

パ
ン
は
幽
麗
な
れ
ど
も
短
に
失
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ム

嬢
の
猫
吟
花
の
歌
と
い
ふ

は
蓋
し
グ
ウ
ノ
オ
の
榮
劇
『
フ
ハ
ウ
ス
ト
』
中
の
唱
歌
な
る
べ

し
。
歌
詞
伊
太
利

語
と
き
A

し
は
僻
耳
な
り
し
か
、
マ
ル
ゲ
リ
イ
タ
と
呼
ぶ
墜
の
優
雅
な
る
は
去

(
2
)
 

年
忍
岡
榮
堂
の
『
オ
ペ
ラ
』
以
来
に
聴
き
し
美
―
立
自
に
し
て
、
営
夜
は
殊
に
＿
音
量

ひ
ろ
く
、
磐
澄
み
て
艶
麗
な
る
事
平
生
に
倍
せ
し
は
、
ケ
エ
ベ
ル
氏
が
伴
奏
の

巧
妙
な
る
に
依
り
て
な
ら
む
も
、
元
末
素
養
あ
る
人
に
あ
ら
ず
し
て
誰
れ
か
能

く
為
す
べ
き
。
其
他
荒
木
古
童
氏
の
尺
八
は
残
月
と
い
ひ
て
幽
婉
な
る
猫
奏
、

殊
に
三
絃
の
老
手
な
る
に
感
ず
。
ケ

エ
ベ
ル
氏
が
洋
琴
は
リ
ス

ト
の
『
リ
ゴ
レ

ッ
ト
』
に
し
て
半
＿
音
階
の
上
下
目
覺
し
き
弾
奏
な
り
き
。
断
切
＿
音
の
奇
哨
な
る

は
云
ふ
も
更
な
り
、
『
ペ
ダ
ル
』
を
以
て
＿
音
の
高
低
を
調
へ
、
全
線
盛
く
用
を

為
さ
ざ
る
事
な
き
に
至
り
て
は
、
唖
然
自
失
し
て
評
語
を
加
ふ
る
能
は
ず
。
賓

に
榮
の
美
は
感
ず
べ
く
し
て
語
る
可
か
ら
ず
窟
し
て
文
に
録
せ
む
と
す
る
も
、

徒
ら
に
諧
音
の
交
錯
呼
吸
の
妙
致
を
賞
し
て
、
一

般
の
感
情
を
顕
は
す
形
容
詞

を
列
記
す
る
の
み
。
さ
れ
ば
榮
界
の
消
息
を
博
へ
む
と
す
る
者
は
終
に
其
意
の

一
半
を
叙
す
る
に
過
き
ざ
る
な
り
。

(
1
)

マ
ダ
ム

・
ビ
ー
ト
リ
ー
ス

・
プ
ロ
ッ
ク
サ
ム
嬢
は
イ
ギ
リ
ス
人
声
楽
家
で
、
公
使
館
関

係
の
婦
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
東
京
音
楽
学
校
に
は
明
治
二
十
七
年
十
月
か
ら
翌
年
七

月
ま
で
声
楽
教
師
と
し
て
つ
と
め
た
。
ケ
ー
ベ
ル
博
士
ら
と
た
び
た
び
慈
善
音
楽
会
に
出
演

し
て
い
る
。

(

2

)

明
治
二
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
、
東
京
音
楽
学
校
の
奏
楽
堂
に
お
い
て
、
グ
ノ
ー
の

歌
劇

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

第
一幕
が
在
日
外
国
人
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
。
そ
の
際
ブ

ロ
ッ
ク

サ
ム
婦
人
は
マ
ル
ガ
リ
ー
テ
の
役
で
出
演
し
た
。
「
『
テ
ノ
ル
』
と
『
バ
リ
ト
ン
』
の
間
に
亘

り
音
最
充
大
に
し
て
且
つ
勇
健
、
極
め
て
美
し
き
聰
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
一
種
の
情
熱
を
具
ヘ

て
『
夜
は
更
け
ぬ
』
T
a
r
d
i
cita
と
い
ふ
歌
の
意
よ
く
聴
取
ら
れ
た
り
。
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ム
嬢

の
技
個
は
既
に
鹿
鳴
館
に
て
聰
き
た
る
如
く
優
麗
に
し
て
正
確
な
る
こ
と
質
に
其
苦
學
を
想

は
し
む
。
然
れ
ど
も
難
を
云
は
A

量
乏
し
く
力
足
ら
ず
、
小
室
會
合
の
架
に
適
す
れ
と
も
架

劇
奏
堂
の
墜
に
あ
ら
す
、
繊
麗
可
憐
の
音
と
謂
ふ
可
し
」（
『
帝
國
文
學
』
第

一巻
l

号
、
明

治
二
十
八
年
）
と
い
う
評
が
残
っ
て
い
る
。

本
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ベ
ル
博
士
出
演
の
音
楽
会
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
東
京
音

（『帝
國
文
學
』
第
一
巻
六
号
、
明
治
二
十
八
年
）
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繋
湿
苔
望
層
羞
囮
遥
巳
塁
晨
漆
凡
窒
暑
囲
羞
J

望
湿
苫
｀

墨

賣

｀
 

明
浩

三
十
一

年
三
月

十
九
日
（土
曜
日
）
午
後
二
時
皿
會

晟

上

野

公

園

地

昔

築

母

按

奏

梨

堂

に

於

て

{

“

 

芸

Con叩叫
FOR THE DENEFlT 

OF THE 

伽rityI〈inderg-叫Oll
AND 

伽瓢enGrp1胤llago,

UNDER THE l)ISTINGUIMIED l'ATR()NACE OF 

PRINCESS KoNOYE, 

SIR ERNESTふTo11・, V,scouNT AND V,scouNT区 sAOKI, 

CovsT 0Rr1sr, V』SCOUNTESS0以 BE,

COL. AKD MRS.恥 c,, llARONESS lWASAXL 

忍r(Igl).m•9,;l//;1邸’仄 1[).Tl(． 2 i ’ •IM. 

祀
癌
嵌
伽
條
嵌
食
笠
蓋
藤

憐
翌
蕊

IN 9'IlIし

MUSIC HALL 

or 

11iE ACADEMY OF MUSIC, 

UYENO, TOKYO, 

明治31年3月19日奏楽堂における慈善音楽会のプログラムの表紙



第

二

部

一、

唱
歌
、

伴

二
、
バ
イ
ヲ
リ
ン
猫
奏
…
…
…
…
…
…
…
…

一

九
番
コ
ン
サ
ル
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
デ
、

三
、
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
{
,

四
、
ビ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ケ

ソ

ナ
タ
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・

ビ

ソ
ナ
タ
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ビ

七
、
能
狂
言
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
三

靱
猿

演

奏第

曲

目

宅

惣

諸

氏

氏

作

曲

二

郎
外

ゃ

氏

ト
ベ

卜

ン

伴

奏

六
、
バ
イ
ヲ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…

{
•

Chorus. 
Pupils 
of 
the 
M
u
s
i
c
a
l
 A
c
a
d
e
m
y
.
 

Violin 
S
o
lo. 
N
i
n
t
h
 Concerto:

………………

•D
e 

B
eriot. 

M
r
.
 J
u
n
ker
 a
n
d
 M
r
.
 
Ellis. 

ケ

ベ

Jレ

氏

ン

ヵ

氏

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
、

五
、
獨
唱

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
一

ク
リ
ー
フエ

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

P
A
R
T
 I. 

ス

卜

ー

ト

ベ

ン

氏

作

曲

夫

人

以

上

ベ

lレ

氏

六
地
蔵

外

氏

ン

カ

氏

六
、

能
狂
言
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•

三

宅

惣

氏

リ

ソ

ン

ト
作
曲

夫

人

乙

伴

五
、
バ
イ
ヲ
リ
ン
猫
奏
…
…
…
…
・
・
:
・
…
…
一

ガ
ボ
ッ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ボ

ベ
リ
ヲ
ツ

甲

ロ
ー

マ
ン
ス

•
•
…
…
…
;
…
…
…

・
・
ル
ービ
ン
ス
タ

イ
ン
氏

作
曲

作

曲＂ 
良諸

ン

氏

奏

工

リ

ス

氏

奏

工

リ

ス

氏

ン

力

氏

ン

力

氏 氏

楽
学
校
関
係
の
も
の
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
主
催
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら

な
い
。
第
二
次
資
料
か
ら
も
得
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
次
の
貴
重
な
。
フ
ロ
グ
ラ
ム

か
み

を
今
回
の
百
年
史
の
企
画
の
た
め
に
児
童
文
学
研
究
家
の
上
笙
一
郎
氏
が
提
供
し
て

下
さ
っ
た
。
明
治
三
十
一
年
―
―
一
月
十
九
日
奏
楽
堂
に
お
け
る
慈
善
音
楽
会
の
。
フ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
東
京
音
楽
学
校
の
今
井
慶
松
助
教
授
お
よ
び
生
徒
有
志
も
出
演
し
て

い
る
。

＂ 
立
口

四
條
畷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
音

榮

學

校

生

徒

諸

氏

琴

春
の
曲
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…

町

二
、

猫
唱
•
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…

…

…
…

•
•
モ琴三

弦

四
、
三
曲
、
越
後
獅
子
…
…
…
…
…
…
…
…
言一胡

弓

子子

三
、

ピ
ア
ノ
猫
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•

エ

ロ
ン
ド

、

力
。

フ
リ
シ
ヲ
ソ

…
•
•
••
•
…
…
•

メ
ン
デ
ル
シ
ョ
ン
氏
作
曲

今

井

慶

松

氏

太

田

菊

勢

町

田

杉

勢

山

室

保

嘉

一、

琴

リ

リ
ソ

田
ン

ス

氏

太今

井

菊慶

夫勢松

人 氏 氏
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V
o
c
a
l
 Solo 
w
i
t
h
 
Violin Obligato
,
 Se
r
e
n
a
d
e
,
 Go
u
n
o
d
.
 

M
r
s
.
 Mo
l
l
i
s
o
n
 a
n
d
 M
r
.
 Ju
n
k
e
r
.
 

P
i
a
n
o
 Solo
.
 So
n
a
t
a
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

B
ee
t
h
o
v
e
n
.
 

D
r
.
 vo
n
 K
o
eb
er
 

V
o
c
a
l
 S
o
l
o

.

^
ノ

W
H
E
N
?

"
·
…
…
…
…
…
…

•
•
Fr
e
d
e
r
i

c

Cliffe.
 

M
r
s
.
 Garst・ 

Violin 
Solo
.
 So
n
a
t
a
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

B
ee
t
h
o
v
e
n
.
 

M
r
.
 Ju
n
ker
 an
d
 D
r
.
 vo
n
 K
o
e
b
e
r
.
 

i
^
N
o
,
K
y
o
g
en
." 

PART II
.
 

J
a
p
a
n
e
s
e
 M
u
s
i
c
.
 

V
o
c
a
l
 Solo
.
 

M
r
s
.
 Mollison
.
 

P
i
a
n
o
 Solo
.
 Ro
n
d
o
 Capriccioso

……•……

••A4

en
de[ssohn

. 

M
r
.
 Ellis
.
 

J
a
p
a
n
e
s
e
 M
u
s
i
c
.
 
a
.
 
Romance

……………•…

••Rubi

nstein

. 

Violin 
Solo
.
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独
身
で
あ

っ
た
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
家
族
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
同
行
し
た
ス
ト
ラ
ッ
サ

ー
少
年
（
彼
は
銃
で
自
殺
し
て
し
ま
う
）
と
猫
と
犬
と
鶏
で
あ
っ
た
。
博
士
は
「
私

の
胸
に
描
け
る
理
想
的
生
活
と
は
」
と
い
う
自
問
に
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
「
一

ひ
か
え
め

般
世
間
お
よ
び
い
わ
ゆ
る

『
上
流
』
社
会
か
ら
離
れ
た
生
活
、
き
わ
め
て
控
目
な
確

実
な
収
入、

精
神
的
労
作
に
従
事
し
か

つ
ど
う
に
か
し
て
他
人
の
た
め
に
用
を
足
す

だ
け
の
か
な
り
の
健
康
、
善
良
で
単
純
で
、
平
静
で
そ
の
上
教
養
あ
る
人
た
ち
よ
り

成
れ
る
知
友
の
き
わ
め
て
小
さ
い
仲
間
、
自
宅
に
お
い
て
は
同
時
に
私
の
友
だ
ち
で

ヤヘ'̂?-...... . -'••··--·＾······、．會

中央列の中央幸田幸，後列の左ケーベル博

士，ひとり おいて幸田延，右端かがんでい

るのはノエル・ペリー

も
あ
る
よ
う
な
忠
実
な
る
伴
侶
と
助
手
、
き
わ
め
て
多
数
の
家
畜
、
と
く
に
犬
と
猫

と
鶏
と
ー
『
朝
の
劇
夙
』
と
も
い
う
べ
き
雄
鶏
の

い
な
い
家
に
は
私
は
生
き
て
行

け
な
い
—
|
」
と

（
前
掲
『
ケ
ー
ベ
ル
博
士
随
節
集
』
二
十
五
頁
）
。
「
利
己
心
の
混
入
を

免
れ
ざ
る
恋
愛
よ
り
も
真
の
友
情
」
（
久
保
勉
氏
の
言
葉
）

と
い

う
ケ
ー
ベ
ル
博
士

の
愛
の
形
は
、
物
言
わ
ぬ
動
物
に
対
し
て
も
同
じ
友
情
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
京
帝
国
大
学
や
東
京
音
楽
学
校
の
仕
事
か
ら
帰
宅
す
る
と
夕
暮
の
ひ
と
と
き
ピ
ア

／
を
弾
く
こ
と
が
日
課
で
あ
っ
た
。
駿
河
台
の
ケ
ー
ベ
ル
邸
（
東
京
市
神
田
区
鈴
木

町
十
九
番
地
）
の
塀
の
外
で
そ
っ
と
聞
き
耳
を
た
て
る
若
い
崇
拝
者
の
姿
が
幾
人
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
音
楽
は

”魂
の
言
葉
“
で
あ
り
ピ
ア

ノ

ひ

と

演
奏
は
他
人
に
聞
か
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
純
粋
に
自
分
だ
け
の
心
の
対
話
で
あ
っ

た
。
好
ん
で
弾
い
た
の
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
シ
ュ
ー
マ
ン
な
ど
、

時
々
い
た
ず
ら
に
日
本
の
新
内
流
し
や
端
唄
、
小
唄
、
長
唄
、
琴
曲
を
テ
ー
マ

に
即

興
演
奏
し
て
打
ち
興
ず
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
（
大
沼
魯
夫
「
音
築
家
と
し
て

の
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
思
出
」
『
學
校
昔
架
』
第
四
巻
六
号
、
昭
和
十
一
年
よ
り
）
。

ケ
ー
ベ
ル
の
人
格
に
つ
い
て
久
保
勉
氏
は
「
先
生
は
じ
つ
に
ゲ
ー
テ
が
『
地
上
の

子
の
最
高
の
幸
福
』
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
の
も
の
、
即
ち
人
格
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
人
格
は
一
見
『
自
然
』
の
所
産
の
よ
う
な
観
を
呈
し
た
け
れ
ど
も
、
ま
た
先
生

の
天
稟
は
た
し
か
に
非
凡
で
あ
っ

た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
全
生
涯
に
わ
た
る
絶
え
ざ

る
努
力
精
進
の
結
果
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
実
際
先
生
は
晩
年
に
至

る
ま
で
常
に
自
分
の
内
面
的
現
情
に
満
足
す
る
よ
う
な
こ
と
な
く
、
終
生
謙
虚
な
心

を
も
っ
て
自
分
自
身
の
陶
冶
修
業
と
向
上
完
成
に
、
日
ご
と
に
新
な
る
努
力
を
怠
ら

な
か
っ
た
人
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
『
ケ
ー
ベ
ル
博
士
随
箪
集
』
二
十
三
頁
）
。

こ
の
人
格
は
敬
虔
な
信
仰
心
と
結
び
つ
き
、
彼
を
師
と
仰
ぐ
学
生
た
ち
に
、
学
問
芸

術
以
上
に
深
い
感
銘
な
い

し
は
影
孵
を
与
え
た
。
そ
れ
は
漱
石
に
彼
の
有
名
な
言
葉

「
文
科
大
学
へ
行
っ
て
、
此
処
で

一
番
人
格
の
高
い
教
授
は
誰
だ
と
聞
い
た
ら
、
百

人
の
学
生
が
九
十
人
迄
は
、
数
あ
る
日
本
の
教
授
の
名
を
口
に
す
る
前
に
、
ま
づ

フ

ォ
ン

・
ケ
ー
ベ
ル
と
答
へ
る
だ
ろ
う
」（
岩
波
版
『
漱
石
全
集
』
第
十
七
巻
、
八
十
九
頁
）

と
い
わ
せ
た
ゆ
え
ん
で
あ
っ

た
。

大
正
三
年
帝
国
大
学
と
の
契
約
期
限
が
切
れ
離
日
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
十

前列右から幸田幸，ペッツォル ト，幸田延，後列右から

ヴェルクマイス ター， ケーベル

四
日
「
露
国
人
勲
四
等
ラ
フ

ェ
ー
ル

・
フ
ォ
ン

・
コ
エ
ベ
ル
」
に
勲
三
等
瑞
宝
章
が

贈
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
国
籍
は
ロ
シ
ア
で
あ
っ
た
が
、
故
国
と
決
め
た
の
は
ド
イ
ツ

で
あ
っ
た
。
彼
は
自
分
の
血
が
半
分
以
上
ド
イ

ツ
人
で
あ
る

こ
と
を
自
負
し
、
自
分

の
生
い
た
ち
に
ロ
シ
ア
的
文
化
の
影
孵
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
む
し
ろ

誇
り
に
も
思
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
帰
国
の
チ
ャ
ン
ス
を
二
度
も
逸
し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
最
初
は
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
に
遭
遇
し、

四
年
後
終
戦
を
機
に
帰
国

し
よ
う
と
し
た
一
一
度
目
は
、

ロ
シ
ア
国
籍
の
た
め
ド
イ
ツ
入
国
に
は
ロ
シ
ア
本
国
の

許
可
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
ま
た
阻
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
間
横
浜
の
露
国
総
領
事
館
内
に
住
い
を
移
し
、
帰
国
の
日
を
待

っ
て
い
た

が
、
そ
の
後
帰
国
を
断
念
し
日
本
永
住
を
決
意
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
を
退
職
し
て

九
年
後
、
大
正
十
二
年
六
月
十
四
日
動
脈
硬
化
症
の
た
め
七
十
五
歳
の
生
涯
を
閉
じ

た
。
遺
骨
は
遣
言
に
し
た
が
っ
て
東
京
雑
司
ケ
谷
の
外
人
幕
地
に
葬
ら
れ
た
。
こ
の

年
の
八
月
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
『
思
想
』
（
岩
波
書
店
）
は
「
ケ
ー
ベ
ル
先
生
追
悼
琥
」

と
な

っ
た
。

こ
の
中
に
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
弟
子
で
あ
っ
た
橘
絲
重
が
「
思

い
出
」
を

寄
稿
し
て
い

る
の
で
そ
の

一
部
を
左
に
掲
載
す
る
。

橘
絲
重
は
明
治
六
年
(
-
八
七
三
）
＋
月
十
八
日
、

三
重
県
鈴
鹿
郡
亀
山

（
旧
亀

山
藩
、
士
族
）
に
生
れ
、
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
女
児
小
学
校
を
経
て
、
明
治
二

十
一

年
東
京
音
楽
学
校
に
入
学
し
た
。
二
十
五
年
七
月
卒
業
、
同
時
に
研
究
生
と
な

り
授
業
補
助
を
申
し
付
け
ら
れ
た
。
二

十
九
年
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
助
教

授
と
な
る
。
彼
女
は
幼
い
頃
か
ら
英
語
と
ド
イ
ツ
語
を
特
別
に
学
ん
で
い
た
た
め
、

音
楽
を
介
し
て
外
国
人
と

の
交
際
も
広
か
っ

た
。
ゆ
え
に
ケ
ー
ベ
ル
博
士
を
迎
え
入

れ
る
か
げ
の
力
と
も
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ケ
ー
ベ
ル
博
士
が
着
任
し
て
か
ら
は
同

僚
、
時
に
は
弟
子
と
し
て
、

演
奏
に
教
育
に
尽
力
し
た
。
島
崎
藤
村
の
ピ
ア
ノ
の
師

と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
東
京
音
楽
学
校
教
授
と
な
り
昭
和
三
年
ま

で
在
職
、
そ
の
後
は
十
四
年
九
月
一
日
に
亡
く
な
る
ま
で
時
間
講
師
を

つ
と
め
た
。

大
正
三
年
八
月
八
日
の
こ
と
、
先
生
が
東
京
を
お
立
ち
に
な
る
前
日
の
タ

方
、
先
生
の
お
宅
の
食
堂
に
私
も
坐

つ
て
居
た
。
そ
れ
ま
で
毎
日
色
々
の
人
の

訪
問
で
か
な
り
お
せ
は
し
い
事

で
あ
っ
た
の
を
今
日
は
も
う
そ
れ
ら
も
す
ん
で
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り
長
く
お
さ
ま
た
げ
し
て
は
お
わ
る
か
ら
う
と
そ
ろ
／
＼
立
つ
。
先
生
は
い

つ

ま
こ
と
に
静
か
な
晩
餐
で
あ
る
。
こ
の
食
卓
は
先
生
が
日
本
へ
い
ら
し
た
其
営

時
か
ら
先
生
に
お
つ
か
へ
申
し
て
ゐ
た
の
だ
と
い
ふ
。
先
生
は
何
で
も
古
い
も

の
A

事
を

「
ぢ
ゞ
」
と
仰
る
の
で
こ
の
食
卓
の
事
も
「
ぢ
ゞ
テ
ー
ブ
ル
」
と
仰

る
。
此
ぢ
ゞ
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
は
先
生
の
學
生
さ
ん
逹
が
色
々
と
先
生
の
貴
い

お
話
を
伺
ひ
つ
A

し
ば
／
＼
御
ち
さ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
或
時
は
そ
の
下

で
先
生
の
可
愛
が
つ
て
い
ら
っ
し
や
る
猫
ま
で
が
小
さ
い
お
皿
へ
同
じ
御
ち
さ

う
を
分
け
て
い
た
ゞ
い
て
居
た
。
私
は
こ
の
由
緒
あ
る
食
卓
へ
先
生
と
共
に
坐

っ
た
最
後
の
者
で
あ
る
事
を
有
が
た
く
思
ふ
。
先
生
は
今
夜
は
も
う
最
終
の
東

京
の
夜
で
あ
る
か
ら
機
嫌
よ
く
し
て
ゐ
よ
と
仰
ら
れ
る
。
何
く
れ
と
か
は
る
こ

と
な
く
お
話
を
し
て
下
さ
る
の
を
と
も
す
れ
ば
一
ぱ
い
に
な
る
胸
を
お
さ
へ
て

伺
つ
て
居
る
（
十
二
日
の
横
濱
御
出
顎
が
の
び
て
ま
だ
し
ば
ら
く
お
目
に
か
か

る
事
が
出
束
や
う
と
は
其
時
誰
が
思
ひ
か
け
や
う
）
。
そ
れ
か
ら
稽
古
を
す
る

の
に
よ
い
曲
や
讀
む
の
に
よ
い
本
な
ど
を
色
々
数
へ
て
下
さ
る
。
さ
ま
人
＼
御

馳
走
を
い
た
ゞ
い
た
あ
と
、
特
に
こ

し
ら
へ
さ
せ
て
下
さ
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
、
久
保
様
が
む
い
て
下
さ
る
水
蜜
桃
を
葡
萄
酒
に
ひ
た
し
て
い
た
ゞ
い
た

こ
の
夜
は
ま
だ
少
し
お
か
た
づ
け
も
の
な
ど
が
残
っ
て
お
い
で
な
の
で
あ
ま

も
の
と
ほ
り
に
し
て
別
れ
や
う
と
仰
る
。
私
も
や
う
／
＼
ご
き
げ
ん
よ
う
と
だ

け
を
ま
を
し
上
げ
た
。
御
門
へ
ま
が
る
虞
で
ふ
り
か
へ

っ
た
ら
ば
、
お
玄
開
の

虞
に
ま
だ
見
送
っ
て

ゐ
て
下
さ
っ
た
先
生
の
お
姿
が
電
燈
の
下
に
大
き
く
に
じ

ん
で
見
え
た
。

夏
の
宵
と
は
い
へ
駿
河
豪
は
ひ
つ
そ
り
し
て
ゐ
た
。
な
っ
か

し

く
か
な
し
い
思
ひ
に
ふ
け
り
つ
A

ゆ
く
に
ふ
さ
は
し
い
夜
で
あ
っ
た
。

シ
ュ
ピ

レ
ン

或
時
先
生
が
「
此
頃
は
何
を
弾
い
て
ゐ
る
か
」
と
お
き
A

に
な
っ
た
。
私

り
し
た
。

か
い
」
と
仰
ら
れ
た
。
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は
「
私
の
は
シ
ュ
ピ

ー
レ
ン

で
な
く
ア
ル
バ
イ
テ
ン
で
御
座
い
ま
す
。

ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
の
ソ
ナ
タ
で
御
座
い
ま
す
が
」
と
い
ふ
。
先
生
は
お
笑
ひ
に
な
っ
て

「
ア
ル
バ
イ
テ
ン
な
ら
ば
ま
だ
よ
い
。

ツ
ア
ン
ケ
ン
で
な
け
れ
ば
」
と
仰
つ

た
。
な
る
ほ
ど
ピ
ア
ノ
に
喧
嘩
を
ふ
き
か
け
て
居
る
様
な
の
や
ピ
ア
ノ
と
組
打

ち
で
も
し
て
ゐ
る
様
な
の
や
ー
—
ー

一
寸
を
か
し
く
な
る
。

或
時
、
私
が
「
東
京
は
横
濱
よ
り
さ
む
い
様
で
御
座
い
ま
す
。
何
も
か
も
こ

ほ
り
ま
す
」
と
い
っ
た
ら
、
先
生
は
「
さ
う
か
い
。
そ
れ
で
は
昔
榮
も
こ
ほ
る

〔
追
記
〕
三
点
の
写
真
は
、
神
田
、
月
刊
『
本
の
街
』
の
編
集
者
中
西
隆
紀
氏
の

紹
介
で
久
保
勉
氏
の
未
亡
人
久
保
い
と
氏
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
中

西
氏
に
よ
る
ケ
ー
ベ
ル
博
士
関
係
の
詳
細
な
資
料
研
究
か
ら
は
大
変
に
負
う
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
月
刊

『
本
の
街
』

七
十
号
ー
七
十
六
号
（
昭
和
六
十
一
年
ー

六
十
二
年
）
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。

（三
）

ア
ウ
グ
ス
ト
・
ユ
ン
ケ
ル

A
u
g
u
s
t
J
u
n
k
e
r
 (
一
八
七
〇
！
一
九

四
四
）

在
職
期
間
明
治
三
十
二
年
l
四
十
五
年
(
-
八
九
九
l
一
九
―
二
）

お
雇
外
国
人
教
師

担
当
科
目
管
絃
楽
、
実
技
一
般

履
歴
（
要
約
）

一
八
七

0
年
一
月
二
十
七
日
、
ド
イ
ツ
の
チ
ュ
ヒ
ェ
ン
〔
T
u
c
h
e
n

上
部
東
ド
イ
ツ
〕
で

生
れ
る。

一
八
七
六
年
、
父
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。

一
八
八

一
年
、
ケ
ル

ン
音
楽
院
に
入
学
、
ケ
ー
ニ
ゲ
オ
ー
お
よ
び
ホ
ル
ン
デ
ル
教
授
に

師
事。

一
八
八
七
年
、
ケ
ル
ン
音
楽
院
卒
業
。
在
学
中
成
績
優
秀
に
つ
き
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
大
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